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要 旨 国立病院機構名古屋医療センター（当院）では2018年度から乳がん手術患者の理学療
法をクリニカルパスに導入し実施している．今後の診療の一助とするため開始後 1 年

間の状況を心身相関に着目して調査検討した．【対象と方法】2019年度にSuction Bulb（以下SB）
ドレーンを挿入した片側乳癌手術患者149例のうち，106例を対象に後方視的調査を行った．理学
療法内容は入院初日に評価・指導，手術後は手指屈伸を主としSBドレーン抜去後に術後指導・最
終評価を実施，標準入院日数は 1 週間である．評価項目は患者の基本的属性，術式，リンパ郭清
の程度，術後（SBドレーン抜去，最終評価，退院）日数の他，運動機能として握力，肩関節可動域，
QOLの評価尺度である Functional Assessment of Cancer Therapy－Breast（以下FACT-B）と
した．【結果】全員女性で平均年齢は60.2±13.0歳，術側は左62例，右44例，全摘術92例，部分切
除術14例であった．術後肩関節屈曲角度85度未満（あり群）と以上（なし群）で分けると，あり群
は 8 人，なし群98人であった．年齢，術前後肩関節屈曲角度，術前後の握力，術後（ドレーン抜去・
最終評価・退院）日数，FACT-B総得点に 2 群の差はなかった．FACT-B下位項目の術前後変化（悪
化・不変・改善）で，両群共に半数以上が術後悪化を示した項目は体の具合のせいで家族の負担
になっている・痛みがある・片側または両側の腕の腫れや痛みを感じるの 3 項目であった．なし
群のみが半数以上悪化した項目はなく，あり群のみが半数以上悪化したのは体に力が入らないよ
うな気がするなど身体的項目 3 項目，病気を冷静に受け止めている自分に満足しているなど精神
的項目 3 項目，どのような服をどう着るか人目が気になるなど特異的項目 2 項目であった．【考察】
退院前術側肩関節屈曲角度が85度未満であるケースは，痛みのみならず精神的な要因などの影響
も考慮しながら関わることやフォローアップ体制の構築を検討する必要があると考えられる．
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名古屋医療センターにおける乳がん術後理学療法の現状 
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